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◎概要

会員制：日本国内で食品添加物を製造、輸入、販売、使用する企業及び

団体によって組織されている

歴 史： 1982年（昭和57年）10月 日本食品添加物団体連合会を母体

に全国的な組織としてスタート 昨年創立40年

会員数：904社（ 2022年12月末時点）

◎目的

会員に対し：食品添加物の製造、販売、使用についての正しい知識の普

及を図る

消費者に対し：食品添加物の有用性と安全性についての理解を求める。

食品関連業界の健全な発展と一般消費者の食生活の向上に寄与することを

目的として活動しています

日本食品添加物協会とは
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（GSFA）



1. 我々を取り巻く環境



235万件

海外から日本へ

3,106万トン

R２元輸入食品監視統計

食品輸入・届出数



日本から海外へ
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アジア太平洋地域等貿易自由化圏
TPP IPEF RCEP FTAAP

日 本 ○ ○ ○ ○

米 国 ○

豪 州 ○ ○ ○ ○

ニュージー
ランド

○ ○ ○ ○

韓 国 ○ ○ ○

インド ○

ブルネイ ○ ○ ○ ○

インドネシ
ア

○ ○ ○

マレーシア ○ ○ ○ ○

フィリピン ○ ○ ○

シンガポー
ル

○ ○ ○ ○

タ イ ○ ○ ○

ベトナム ○ ○ ○ ○

TPP IPEF RCEP FTAAP

ラオス ○

ミャンマー ○

カンボジア ○

中 国 ○ ○

台 湾 ○ ○

香 港 ○ ○

カナダ ○ ○

メキシコ ○ ○

チ リ ○ ○

ペルー ○ ○

ロシア ○

パプア
ニューギニ
ア

○



紹介する国・地域

中国(13.98億)
米国(3.28億)

欧州連合
(4.44億)

アセアン(6.69億)

29.7億人(全人口の38%)

①中国 13.98.億人
②EU 4.44億人
③米国 3.28億人
④アセアン 6.69億人
⑤日本 1.26億人

日本(1.26億)

出典：Population and Vital Statistics Report, Jan. 2022 



2. 欧州連合 & UK規格



背景

• 1990年後半～2000年前半 チェルノーブリ原
発事故による放射能汚染、ダイオキシン汚染、
未認可農薬汚染 口蹄疫病、BSE

⇒食の安全性に対する懸念事項が多発、食の安
全を確保する決意で「食品安全白書」が作られ
た

• 食品一般原則法（2002年）の制定を経て、指
令（Directive)から法的拘束力が強い規則
（Regulation)へ2008年に変更



食品改質剤
(Food improvement agents：FIAP)

甘味料
Directive 94/35/EC

着色料
Directive 94/36/EC

甘味料・着色料以外のそ
の他の添加物

Directive 95/2/EC

2008
手順規則

Regulation No1331/2008

添加物
Regulation No1333/2008

フレーバー
Directive 88/388/EEC

酵素
加工助剤（仏・丁）

酵素
Regulation No1332/2008

フレーバー
Regulation No1334/2008



EUの法令

法令名 概要

規 則
Reg

すべての加盟国を拘束し、直接適用性＊を有する
＊：採択されると加盟国内の批准手続を経ずに、そのまま
国内法体系の一部となる

指 令
Dir

指令の中で命じられた結果についてのみ、加盟国を拘束し、
それを達成するための手段と方法は加盟国に任される。指
令の国内法制化は、既存の法律がない場合には、新たに国
内法お制定、追加、修正することでなされる。

決 定
Dec

特定の加盟国、企業、個人に対象を限定し、限定された対
象に対しては直接に効力を有する

勧告・
意見

EU理事会及び欧州議会が行う見解表明で、通常は欧州委員
会が原案を提案するもので、①～③とは異なり法的拘束力
を持たない



添加物規制



規制No 1333/2008

章Ⅰ 主題、範囲、定義類

章Ⅱ 認可添加物のユニオンリスト

章Ⅲ 添加物の食品への使用 キャリーオーバー原則

伝統食品等

章Ⅳ 表示 工業向け商品、消費者向け商品等

章Ⅴ 手順規定と履行 義務情報、摂取量モニター

章Ⅵ 暫定及び最終措置 ユニオンリストの作成

添加物の再評価



規制No 1333/2008

添付資料Ⅰ 機能クラス（用途） 定義

添付資料Ⅱ 食品に使用できる添加物と使用条件

添付資料Ⅲ 添加物、酵素、香料に使用が認められた

添加物(製剤用添加物)と使用条件

添付資料Ⅳ 特定加盟国が特定食品での添加物の使用を

継続禁止する可能性がある伝統食品

添付資料Ⅴ 食品表示に追加情報が必要な第24条で言

及の着色料リスト（６種）



11．乳化剤

12．乳化塩類

13．凝固剤

14．風味増強剤

15．発泡剤

16．ゲル化剤

17．光沢剤

18．保湿剤

19．加工デンプン

20．包装充填ガス

21．高圧ガス

22．膨脹剤

23．金属イオン

封鎖剤

24．安定剤

25．増粘剤

26．小麦粉処理剤

１．甘味料

２．着色料

３．保存料

４．酸化防止剤

５．キャリアー

６．酸味料

７．pH調整剤

８．固結防止剤

９．消泡剤

10．賦形剤

添付資料Ⅰ 機能クラス（用途）

Reg No 1333/2008



添付書類Ⅱ 食品に使用できる
添加物と使用条件



使用規準

E番号、添加物名

最大使用量

使用条件

食品分類（大、中、小）



食品カテゴリー



使用規準まとめ

• 食品毎に使用できる添加物が記載（GSFAの表2
形式）

※添加物毎に使用できる食品はない

• 用途は記載されていない（⇒使用者が食品毎に
決める。ただし、定義されている用途のみ）



成分規格（添付資料ⅡとⅢに掲載
した添加物）





添加物規則類の関係

食品添加物規則

添付資料Ⅰ 用途、その定義

添付資料Ⅱ 添加物と使用条件

添付資料Ⅲ 製剤用添加物と
使用条件

成分規格（添付資料ⅡとⅢ掲載の添加物）

規則 No 1333/2008
規則 No 1129/2011

規則 No 1130/2011

規則 No 231/2012

定義、義務表示、キャリー
オーバー等

規則 No 1333/2008 ← 更新データ



表示基準



添加物と酵素は、用途名の後に特定名、必要に応じてE番号を付けて
表示する



Article 20 Omission of constituents of food from the list of ingredient
第20条 成分リストから食品成分の省略

(b) food additives and food enzymes: 
(i) whose presence in a given food is solely due to the fact that 
they were contained in one or more ingredients of that food, in 
accordance with the carry-over principle referred to in points (a) 
and (b) of Article 18(1) of Regulation (EC) No 1333/2008, provided 
that they serve no technological function in the finished product;  
or
(ii) which are used as processing aids;

(b) 食品添加物および食品酵素：
(i) 最終食品で技術的機能を示さないことを条件とし、規則(EC)
No 1333/2008の第18条(1)の(a)および(b)で言及されている
キャリーオーバー原則に従い、食品に存在するのは、その食品の
1つ以上の成分に含まれているという事実のみによるもの；
あるいは、

(ii) 加工助剤として使用されるもの。



原材料: 
小麦ふすま (86%)、砂糖、大麦麦芽エキス、塩

INGRÉDIENTS: 
Son de blé (86%), sucre, extrait de malt d'orge, sel.

Ingredients：Salt, Spices (Paprika, Curry, Coriander, Hot 
Red Pepper, Ginger, Cumin, Curcuma), Flavour Enhancers 
(Monosodium Glutamate E621, Disodium Inosinate E631, 
Disodium Guanylate E627), Dehydrated Garlic, Soy Sauce 
Powder, Sugar, Hydrogenated Palm Fat, Acidity Regulator 
(Citric Acid E330)
原材料：塩、香辛料(パプリカ、カレー、コリアン
ダー、唐辛子、ショウガ、クミン、クルクマ)、風味
増強剤(グルタミン酸ナトリウムE621、イノシン酸ナ
トリウムE631、グアニル酸ナトリウムE627)、乾燥ニ
ンニク、粉末醤油、砂糖、水添パーム油、酸味調整
剤(クエン酸E330)











添加物規制１

添加物
規制

EU 中国 米国 アセアン

使用
基準

規則No
1129/2011

ー ー ー

成分
規格

規則No
231/2012

ー ー ー

表示
基準

規則No
1169/2012

ー ー ー

用途の
定義

規則No
1333/2008

ー ー ー

製剤
規則

規則No
1130/2011

ー ー ー

備考 UKも同様 ー ー ー



関連規則

• 香料

Regulation No1334/2008（改訂）

ユニオンリスト (Regulation No 872/2012) ：

2012年10月公示

• 酵素

Regulation No1332/2008（新規規定）

掲載品：2015年3月受付終了。審査中

ユニオンリスト：2020か21年公示（EFSA長

官）



3. 中国規格



背景

• 2004年 人毛醤油、07年 段ボール肉、09年
メラミン混入粉乳等 食の安全を脅かす出来事
多発

⇒ 食品衛生・安全確保の包括的規制「食品

安全法」を制定（2009.6.1施行）（食品衛生

法から格上げ）

• 10年 地溝油、11年 肉赤身化剤、13年 水
入肉等が発生

⇒ 食品安全法改訂：罰則強化、輸入食品に

も罰則拡大（2015.10.1施行）



中国添加物規則

• GB2760-1996 (最後の4桁：公布年）

• GB2760-2007 2007年CCFA議長国に就任⇒
添加物規制をコーデックスに準じた形に改訂

• GB2760-2011 第1次改訂（2011.6.20施行）

• GB2760-2014 第2次改訂（2015.5.23施行）
現在有効

• GB2760ｰ20xx 第3次改訂（2022.10までパブ
コメ）





GB 2760-2014

前文

１．範囲

２．用語・定義：添加物、最大使用量、INS、

CNS

３．添加物使用原則：健康被害がない、品質基

準、キャリーオーバー原則等

４．食品分類システム：使用範囲と連動

５．添加物使用規定：使用基準

６．香料：香料の使用規準



GB 2760-2014

７．食品工業用加工助剤：加工助剤の使用規準

＜付録＞

A 添加物使用基準：表A.1～A.6の説明

B 香料使用基準：使用規定、表B.1～B.3の説明

C 加工助剤使用基準：使用規定、表C.1～C.3の
説明

D 添加物機能分類：機能クラスの定義、表D

E 食品分類システム：表E

F 付録A添加物の索引



GB 2760-2014

表A.1 添加物毎、使用範囲及び最大使用量或は残留量

表A.2 適正製造規範(GMP)に基づき使用可能な添加物

表A.3 添加物をGMPで使用する際に例外となる食品

表B.1 香料、精油を添加できない食品

表B.2 使用が認めれた天然香料

表B.3 使用が認められた合成香料

表C.1 残量制限無しで使用できる加工助剤(除、酵素) 

表C.2 機能と用途範囲の記載が必要な加工助剤(除、酵
素) 

表C.3 食品酵素製剤及びその基原



使用できる食品添加物の使用範囲
及び使用限度量又は残留量



１．酸度調整剤

２．固結防止剤

３．消泡剤

４．酸化防止剤

５．漂白剤

６．膨張剤

７．キャンディー

ガム基材

８．着色剤

９．色保護剤

10．乳化剤

11．酵素製剤

12．風味増強剤

13．小麦粉処理剤

14．被膜剤

15．水分保持剤

16．防腐剤

17．安定剤と凝固剤

18．甘味料

19．増粘剤

20．香料

21．加工助剤

22．その他

添加物の機能分類（付録D）



食品分類システム（付録E）



適正使用規
範(GMP)に
基づき使用
可能な添加
物

添加物を
GMPで使用
する際、除
外される食
品



使用規準まとめ

• 添加物毎に使用できる食品を記載（表1）

⇒食品毎に使用できる添加物はない

• 用途の記載はある

⇒コーデックスほど厳密ではないが、制限は

ある。当局へ確認



食品香料、香辛料を使用
できない食品



使用が認
められた
合成香料

使用が認
められた
天然香料



残量制限
無しで使
用可の加
工助剤
(除酵素)

機能と用途
範囲の記載
が必要な加
工助剤(除酵
素)



食品酵素製剤及びその基原



添加物規則まとめ

添加物

添加物
A1：使用範囲、最大使用量又は残量を記載

A2：各種食品(A3記載を除く)にGMPで使用

A3：添加物が使用できない食品

香 料

B1：スパイスと精油が添加できない食品

B2：食品に許可されている天然スパイス

B3：食品に許可されている合成スパイス

加工助剤

C1：種々の食品加工で使用でき、残量を
制限する必要がないもの(除、酵素製剤)

C2：機能と使用範囲を指定する必要が
あるもの(除、酵素製剤)

C3：食品酵素製剤とその基原



成分規格 冊子ではない







4.1.3.1.4 添加物はGB2760で指定される名称で表示すること。添加物の
名称は、添加物の特定名または食品添加物の機能分類名と食品添加物の特
定名または国際コード（INS番号）として同時に表示することができる
（表示形式は付録Bを参照）。同じ包装食品の表示で添加物を宣言するた
めに付録Bの形式の1つを選択すること。添加物の機能分類名と国際コード
の形式を同時に使用する場合、特定の添加物に対応する国際コードがない
場合、またはアレルゲンを表示する必要があるため、その特定名を示すこ
とができる。添加物名には、その調製法は含まれない。添加量が食品の総
量の25％未満である複合成分に含まれる食品添加物は、GB 2760に規定さ
れているキャリーオーバー原則に準拠し、最終製品に技術的効果がない場
合は、表示する必要はない。



附录B 成分リストの食品添加物の表示形式

B.1 添加物の具体名は、添加量の降順で表示すること
成分：水、全乳粉、クリーム、植物油、チョコレート(カカオマス、砂糖、
カカオバター、リン脂質、ポリグリセリンリシノール酸エステル、香料、
レモンイエロー)、ブドウ糖シロップ、プロピレングリコール脂肪酸エス
テル、カラギナン、グアガム、アナトー、マルトデキストリン、香料

B.2 添加物の機能分類名と国際コードは、添加量の降順で示すこと
成分：水、全乳粉、クリーム、植物油、チョコレート(カカオマス、砂糖、
カカオバター、乳化剤(322、476)、香料、着色料(102))、ブドウ糖シロッ
プ、乳化剤(477)、増粘剤(407、412)、着色料(160b)、マルトデキストリ
ン、香料

B.3 添加物の機能分類名および特定名は、添加量の降順で表示すること
成分：水、全乳粉、クリーム、植物油、チョコレート(カカオマス、砂糖、
カカオバター、乳化剤(リン脂質、ポリグリセリンリシノール酸エステル)、
香料、着色料(タートラジン))、ブドウ糖シロップ、乳化剤(プロピレング
リコール脂肪酸エステル)、増粘剤(カラギナン、グアガム)、着色料(アナ
トー)、マルトデキストリン、香料



B.4 添加物の表示形式を確立する
B.4.1 一般原則 直接使用する添加物は添加物項目に記載する。栄養強化
剤、食用香料とスパイスとキャンディー用ガムベースの基本物質は、成分
リストの添加物項目外に表示できる。直接使用されていない添加物は、添
加物項目に記載されない。成分リストの添加物の表示順序は、この品目に
含まれる種々の添加物の総重量によって決まる。

B.4.2 添加物の具体名を示す
成分：水、全乳粉、クリーム、植物油、チョコレート(カカオマス、砂糖、
カカオバター、リン脂質、ポリグリセリンリシノール酸エステル、香料、
レモンイエロー)、ブドウ糖シロップ、添加物(プロピレングリコール脂肪
酸エステル、カラゲナン、グアガム、アナトー)、マルトデキストリン、
香料

B.4.3 宣言された食品添加物の機能分類名と国際コード
成分：水、全乳粉、クリーム、植物油、チョコレート(カカオマス、砂糖、
カカオバター、乳化剤(322、476)、香料、着色料(102))、ブドウ糖シロッ
プ、添加物(乳化剤(477))、増粘剤(407、412)、着色料(160b)、マルトデキ
ストリン、香料



B.4.4 宣言された食品添加物の機能分類名および特定名
成分：水，全乳粉、クリーム、植物油、チョコレート(カカオマス、砂糖、
カカオバター、乳化剤(リン脂質、ポリグリセリンリシノール酸エステル)、
香料、着色料(タートラジン))、ブドウ糖シロップ、添加物(乳化剤(プロピ
レングリコール脂肪酸エステル)、増粘剤(カラギーナン、グアガム)、着色
料(アナトー))、マルトデキストリン、香料

三十四、关于加工助剂的标示
加工助剂不需要标示。

34. 加工助剤の表示
加工助剤を表示る必要はありません。



原材料：小麦ふすま、砂糖、大麦麦芽エキス(大麦、
大麦麦芽、水)、小麦粉、果糖シロップ、食塩、膨
張剤(炭酸水素ナトリウム)、酸化防止剤(ビタミンE)、
ビタミンとミネラル

原材料：調味料パック、植物油脂、ピクルス餡、食塩、
にんにく、ショウガ、トウガラシ、酵母エキス、食用
鶏油、たまねぎ、テンペ、本醸造醤油、香辛料、食品
添加物(グルタミン酸ナトリウム、食用香料、香料ヌ
クレオチド二ナトリウム、食用香料)
ドライパック 米、砂糖、ブドウ糖、唐辛子

配料表：调料包，植物油，母提取物，食用鸡油，洋葱，
豆豉，酿造酱油，香辛料，食品添加剂(谷氨酸钠，食
用香精，呈味核苷酸二钠，食用香料)
干料包‘大米，白砂糖，食用葡萄糖，辣椒

配料表：小麦麸皮、白砂糖、大麦麦芽精（大麦、大
麦麦芽、水）、小麦粉果葡糖浆、食用盐、膨松剂
（碳酸氢钠）、抗氧化剂（维生素 E）、维生素和矿
物质。
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４．米国規格



背景

• 2000年代前半、有害微生物による農産物（ト
マト、ピーマン、黒胡椒等）の汚染が多発

⇒大規模食中毒が発生

• 衛生管理の意図的不履行でピーナッツバターが
汚染 ⇒食中毒による死亡事故が発生

• 2011.１.４ 食品安全近代化法（Food Safety
Modernization Act)を法制化：７法規を作成

• 発生事項への対応 ⇒ 発生防止へ方針変更



添加物規制

• Federal Food, Drug & Cosmetic Act 1938(連邦
食品医薬品化粧品法)の下、個々の規則はCode 
of Federal Regulations (連邦規則集：CFR)のタ
イトル21に収載(管轄：健康福祉省/食品医薬
品局：FDA)

• 食品添加物は ①直接食品添加物、②間接食品
添加物、③色素添加物(一部、使用前認定を義
務)と④一般に安全と認識される物質からなる

• 食肉製品の規制：CFRタイトル9に収載(管轄：
農務省の食品安全検査局：FSIS)



食品添加物

GRAS天然物

合成品

天然物
（着色物質）

食品添加物
（広義）

GRAS物質

着色添加物
天然・合成

直接添加物

間接添加物

二次的添加物

起源 規制

添加物とGRASの関係
FDA申請

21CFR§170

21CFR§180

21CFR§7421CFR§73

食品添加物（狭義）



直接添加物及び間接添加物

• 直接添加物：人が摂取する食品に直接加えるこ
とができる添加物(クエン酸、リン酸、AceK等)

• 二次的直接添加物：人が摂取する食品に使用が
できる添加物。製造時に技術効果を発揮し、最
終食品で効果を発揮しない(凝集剤、清澄剤、
酵素、溶媒等)

• 間接添加物：容器、包材、製造機械を使用する
ことで、それらと接触した食品に移行する可能
性のある物質(接着剤、紙、ポリマー等)



CFRタイトル21



１．固結防止剤

２．抗微生物剤

３．酸化防止剤

４．着色剤

５．塩漬剤

６．ドウ強化剤

７．乾燥剤

８．乳化剤・塩

９．酵素

10．固化剤

11．風味増強剤

12．フレーバー

13．小麦粉処理剤

14．調整剤

15．燻蒸剤

16．保湿剤

17．膨張剤

18．滑沢剤

19．非栄養甘味料

20．栄養補助剤

21．栄養甘味料

22．酸化・還元剤

23．ｐH調整剤

24．加工助剤

25．噴射剤

26．金属イオン

封入剤

27．溶媒

28．安定剤、増粘剤

29．界面活性剤

30．表面処理剤

31．シネルギスト

32．食感改良剤

添加物の機能分類

21CFR§170.3



着色添加物
§ タイトル

73 認可検定免除の色素添加物のリスト

74 認定を必要とする色素添加物





食品添加物
§ タイトル

172 食品に直接添加するために許可された食品添加物

173 食品への使用を認められる二次的直接食品添加物

174 間接食品添加物：一般

175 間接食品添加物：接着剤及び被膜成分

176 間接食品添加物：紙及びボール紙成分

177 間接食品添加物：ポリマー

178 間接食品添加物：助剤、製造助剤及び消毒剤





GRAS制度

• GRAS物質：1958年、FFDC Act改正でポジ
ティブリストに制移する時、設けられた

• 1958年1月1日以前に使用されていた食品添加
物はGRAS物質と位置付けられた（色素添加物
は対象外）

• 1969～1980年、GRAS物質安全性再評価：約
140品目の安全性を確認

• GRAS物質の認定は、科学的訓練と経験を積ん
だ専門家の判断で行う



GRASの歴史と種類
1938 1958 1978 1998 2018

SCOGS

承認GRAS

告知GRAS

GRAS

1948 1968 1988 2008

FEMA GRAS

1969大統領命令 1997FDA提案

FFDC Act

FDA
訓練と経験を積んだ専門家

Selected Committee on GRAS Substances

2028

2018
正式化

FFDC Act

Amendment／GRAS制度導入



GRAS
§ タイトル

181 既認可食品成分

182 一般に安全と認められた物質（GRAS）

184 一般に安全と認められる直接食品物質

186 一般に安全性と確認される間接食品物質





告知GRAS





FEMA GRAS物質





GRAS制度における留意点

• 外国企業も届け出が出来る

• 告知した企業の特定の製法、規格に基づく個別
の製品に適用される

• 純人工合成物質は不可⇒食品添加物申請が必要

• 着色料はGRAS届け出制の対象外（色素添加物
申請が必要）

• データは公衆へ開示される⇒企業秘密部分は対
処が必要



成分規格





表示基準





化学保存料が添加された食品は、§101.100 に従って免除される場合を除
き、成分の一般名または通常名と、その機能の個別説明※の両者を表示す
ること：
※「保存料」、「腐敗を遅らせるため」、「カビの阻害剤」、「風味を保
護するため」ま たは「色の保持を促進するため」。

着色料が添加された食品のラベルは、本セクションの段落 (k)(1) および
(k)(2) で指定された方法で成分表示に着色料を表示しなければならない。
チーズ、およびアイスクリームは、宣言されている場合、本節の段落
(k)(3) に指定された方法で宣言することができ、本章の§105.62 および
105.65 の対象となる食品に添加される着色料は、それらのセクションの要
件に従って宣言するものとする。







原材料：小麦ふすま、砂糖、麦芽香料、 2%以下食塩、
ビタミン・ミネラル：ナイアシンアミド、還元鉄、ビタ
ミンB6 (ピリドキシン塩酸塩)、ビタミンB2 (リボフラビ
ン)、ビタミンB1 (塩酸塩タイミン)、葉酸、ビタミンD3 、
ビタミンB12

Ingredients: Wheat bran, sugar, malt flavor, contains 2% or 
less of salt, Vitamins and Minerals: Niacinamide, reduced iron, 
vitamin B6 (pyridoxine hydrochloride), vitamin B2 (riboflavin), 
vitamin B1 (thaiamin hydrochloride), folic acid, vitamin D3, 
vitamin B12

チキンストック、加工デンプン(コーン)、加工デンプン(小
麦)、加工デンプン(バレイショ)、酵母エキス、強化小麦粉
(さらし小麦粉、大麦麦芽粉、ナイアシン、鉄、チアミン
硝酸、リボフラビン、葉酸)、食塩、大豆油、脱脂乳、乳
清、砂糖、鶏脂、天然香料、コーン油、カラメル色素、マ
ルトデキストリン、モノ及びジグリセリド、ターメリック
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関連事項

• 食品添加物リスト

Food Additive Status List

• 食品に添加できる物質の検索

Substances Added to Food

(formerly EAFUS)



Food Additive Status List



Substances Added to Food



3. アセアン共通規格





アセアン加盟国の添加物規制

国 食添法規 形式 機能

ブルネイ 公衆衛⽣（⾷品）規制 第Ⅳ部 規制20〜34 食品規格の一部 13

インドネシ
ア

保健省規定 No.33/2012 ＆ 国家医薬品食品監督庁
（BPOM）No.11/2019

添加物規制 27

マレーシア 食品規則1985（P.U. (A) 208/2020） 第Ⅴ部 第19～25条 食品規格の一部 8

フィリピン
保健省省令 (AO) 88-A s. 1984 ＆ 食品医薬品局通達
(BC) 2006-0016

添加物規制 27

シンガポー
ル

食品販売法 食品規則 第Ⅰ部 第 2 条、第Ⅲ部 第15～
28条

食品規格の一部 14＊

タ イ 保健省告示第418号 B.E. 2563 添加物規制 27

べトナム
食品 添加物の管理と使用を規制するCircular 24/2019/
TT-BYT

添加物規制 27

ラオス
保健省規則第865/MoH号第5条に従い、コーデックス⾷
品添加物⼀般規格（CXS 192-1995）

添加物規制 27

ミャンマー
ない、コーデックス⾷品添加物⼀般規格（CXS 192-
1995）に準じる

添加物規制 27

カンボジア カンボジア基準CS 093: 2012（CXS 192-1995） 添加物規制 27

＊：カテゴリー汎用食品添加物を含む



添加物規則

2015年以前、アセアン加盟国はそれぞれで添加物規制を策定・運用
2015年、アセアンは経済共同体を設立

⇒ ASEAN Food Safety Policyにおいて、国際規格との調和を採択
⇒ Codex Alimentarium Commissionの規格を採択すると決定

型式 内容



国際規格とは

• 食糧農業機関(FAO)と世界保健機関(WHO)の両
者で作る組織がコーデックス（Codex 
Alimentarius Commission：CAC）

• ①国際貿易の公平性を確保し、②消費者の健康
の保護すること、を目的として食品規格を策定、
管理する組織

• 国際貿易において係争が生じた場合、国際貿易
機関(WTO)の衛生植物検疫(SPS)協定において
参照される食品規格 ←国際規格と呼ばれる



食品添加物一般規格

• General Standard for Food Additives（GSFA：
Codex Standard 192-1995）

• 各国で食品添加物規格を策定する際、GSFAに
基づく必要がある

• GSFAから外れても罰則はないが、科学的根
拠・合理的説明が必須

• 科学的根拠・合理的説明がないと非関税障壁と
見なされる。貿易係争時に不利



G S F A



食品添加物一般規格

１．前文(Preamble)

２．付属(Annex)

A：ADIがある添加物の最大基準値策定のガイド

B：食品分類システム

C：食品分類システムと個別食品規格の対応表

３．食品添加物条項

表１、表２、表３、表３付表







１．pH調整剤

２．固結防止剤

３．消泡剤

４．酸化防止剤

５．漂白剤

６．賦形剤

７．炭酸剤

８．キャリアー

９．着色剤

10．色保護剤

11．乳化剤

12．乳化塩類

13．凝固剤

14．風味増強剤

15．小麦粉処理剤

16．発泡剤

17．ゲル化剤

18．光沢剤

19．保湿剤

20．包装充填ガス

21．保存料

22．高圧ガス

23．膨脹剤

24．金属イオン

封鎖剤

25．安定剤

26．甘味料

27．増粘剤

④機能クラス

CAC/GL 36-1989



食品分類システム

大分類

中分類 小分類

上位が指定されていれば、下位は自動的に含まれる



GSFAまとめ

添加物

数値ADI

ADI設定せず

添加物毎に使用可能食品、数値最
大値、用途を記載（使用基準）

食品毎に使用可能添加物、数値
最大値を記載

機能を記載＝全食品(付表に
記載されたものを除く)に
GMP(＊)で使用可

表１

表２

表３

添加物の使用が認められない食品リスト
＊：必要最小限

表３付表



乳化剤の実例



成分規格（JECFA規格）

http://www.fao.org/food/food-safety-quality/scientific-
advice/jecfa/jecfa-additives/en/







食品への使用が許可されているリスト記載の添加物につい
て、以下の機能クラス（用途）は、特定名または国内法で
義務付けられるINS番号などの数値識別（CXG 36-1989）
と共に使用すること

機能クラス（特定名またはINS）



4.2.4 加工助剤と添加物のキャリーオーバー

4.2.4.1 添加物が使用された原材料または他の成分を食品に添加した結果、
技術的機能を実行するのに十分な量又は相当量でその食品に持ち越された
食品添加物は成分リストに含めること。

4.2.4.2 技術的機能を達成するために必要なレベルよりも低い量で食品に
持ち越された食品添加物、および加工助剤は、成分リストへの表示から免
除される。この免除は、セクション4.2.1.4に記載されている食品添加物お
よび加工助剤には適用されない。



添加物規制４

添加物
規制

EU 中国 米国
アセアン
CODEX

使用
基準

規則No
1129/2011

GB2760-
2014＊

各CFR21
GRAS告知

CXS 192ｰ
1995

成分
規格

規則No
231/2012

個々のGB 各FCC
各CFR21

JECFA規格

表示
基準

規則No
1169/2012

GB7781ｰ
2011＊

CFR21§101 CXS 1-1985

用途の
定義

規則No
1333/2008

GB2760-
2014＊

CFR21§170.
3

CXG 36ｰ
1989

製剤
規則

規則No
1130/2011

GB FCC序文 ー

備考 UKも同様 ＊更新中 GRAS ＾



グローバルと日本との比較

グローバル（GSFA） 日本（食衛法/食品表示基準）

使用
基準

技術的に正当と認めた使用での
み⇒使える食品と最大濃度を明
記(GSFAの表1と2)

使用基準に制限(着香、着色のみ
等)を記載
制限記載がない場合、使える食
品と濃度に制限はない

対象
食品

食品定義：GSFAアネックスBで
定義(誰でもアクセス可)

食品定義：過去の通知(通知にア
クセスできないと分からない)

用途/
機能

技術的に正当と認めた機能での
み(GSFAに明記）
新規用途はCCFAに申請して認
めて貰う

主要な用途を設定

新規用途で使用可(使い方は使用
者の自由：合理的説明が必要)

食品
表示

食品成分と共に下降重量順に表
示(GSFAに明記）
添加物名と機能を併記

食品成分と添加物を分離

原則添加物名（例外：一括名）



長時間にわたり
ご清聴ありがとうございました
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